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Chapter12　アニメーション (1) アニマシオンとはなにか 
１.ことばの解説　Animism アニミズム

「息」や「霊魂」を意味するアニマanimaというラテン語に由来し、万物に霊魂が宿るという概念。特にタイラー Edward Bunett Tylorが、『原始文化』（1871）で、「宗教の起源がアニミズムにあることを証明するため」に用いてから広くいわれるように。タイラーは、人間と霊魂と同様な霊魂が、人間の周囲の生物や物体のすべてに宿っているとみた初期の人間の観念に宗教の起源があると考えた。（伊藤注：この考えには批判も多い）

―宗教は一人のアフリカ人の次のような経験に内在していると彼はいう。「彼は大事な仕事で出かけようとして、敷居をまたいだとき、石につまずいてけがをした。彼は、なるほどおまえ（石）はそこにいたのかと考えた。そこで彼は石をたずさえて行き、そして数時間の仕事の間、石は彼を守ってくれた。」　―ブリタニカ国際大百科事典１（ブリタニカ1972）P.234
2.ことばの解説　Animation

  Animate（英語）＝アニメート。～に生命を与える、～を活かす、～を動画に仕立てる。
①アニメーション（英語）＝日本語訳では「動画」「漫画映画」など。「それ自体は動かない絵や人形を、わずかに変化したポーズのものと置き換えては１こま撮影し(ときには２こま以上)、それを繰り返したものを映写すると動いて見える、一種のトリック映画の総称。」―日本大百科全書１(小学館1984)P.425より　　…本来こま撮り映画をさしていう技術用語なので、人形の操演等の実写は除く。

②アニマシオン（仏語）＝戦後（1950年代以降）のフランスで人間回復の理念として生まれた文化・教育・社会全般にかかわる広範な運動。遊びや文化、余暇活動など、魂を生き生きとさせる活動を通じて、人間らしい暮らしを取り戻そうとする試み。学校の読書指導のなかでゲームやクイズをするなどの形で広がりつつある。―朝日新聞2000.1.27ほか　（仏語ではアニメ英語＝film d'animation）

3.アニメーション略史　

3.1　原初的なアニメーション映画の誕生

絵や切り紙、立体・人形等の多彩な材料と多様な表現→セルアニメ→セル＋CG支援→フルＣＧ→？

・世界初のアニメーション： J.S.ブラットン（米）『愉快な百面相』（1906）―黒板とチョーク

・世界初の漫画映画dessin anime:　E.コール（仏）『ファンタスマゴリー』（1908）―白紙と黒ｲﾝｸ

・人気漫画家のアニメへの進出：　W.マッケイ（米）『恐竜ガーティ』（1909）―恐竜アニメ

・セルアニメ：ジョン・R・ブレイ,アール･ハート（米）セルロイド板に動画,背景との切り離し（1914）

3.2　Ｗ.ディズニーによるアニメーション映画の商業的成功

・W･ディズニー（米）：世界初トーキーアニメ『蒸気船ウィリー』（1928）/世界初テクニカラー：『花と木』（1932）/世界初マルチプレーン撮影台（多層的な背景表現）：『風車小屋のシンフォニー』（1937）/世界初長編アニメ『白雪姫』（1937）―“映画的魔術の後継者”“米国民の神話と夢の担い手”に

3.3　ヨーロッパ諸国における芸術としてのアニメーション映画の開花

・フランス・イギリス等西ヨーロッパのアニメ/ロシア・ポーランド・チェコ等旧共産圏のアニメ事情

・チェコ＝「ヨーロッパの人形芝居のゆりかご」の国立映画アニメスタジオ主任イエジー・トルンカ

3.4　日本におけるアニメーション映画

・戦前までの日本のアニメ　北沢楽天らによる研究（1916）、大藤信郎の千代紙映画『馬具田城の盗賊』（1926）、政岡憲三『森の妖精』（1935）、瀬尾光世『桃太郎の海鷲』(1943)。

・戦後日本アニメ　①藪下泰司『白蛇伝』(1958)らの東映動画　②九里洋二ら「３人のアニメーションの会」　③手塚治虫『鉄腕アトム』（1963）の放映開始　④岡本忠成、川本喜八郎らの世界的活躍

・世界を席巻する日本アニメ（ジャパニメーションの開花）：宮崎駿『風の谷のナウシカ』（1984）、押
　井守『攻殻機動隊』（1995）、宮崎駿『千と千尋の神隠し』の米国アカデミー賞受賞（2002）
―平凡社大百科事典（平凡社1984）P.341ほかより
